教育運動史研究の歩み（下の3）教育運動史研究会の研究活動－「新興教育運動」研究の進展と残された課題（続）－ by 柿沼 肇
日本福祉大学福祉社会開発研究所『日本福祉大学研究紀要－現代と文化』











































































































　それらの諸問題の内，この小論（「教育運動史研究の歩み」）の前回（下の 2，本誌第 133 号所

















































































































































はあるまい」（260 ～ 261 ページ）という趣旨に，なるほど

































Ａ．『秘プロレタリア教育理論』1933（昭和 8）年 4 月，＊全文 57 ページ
Ｂ．『秘プロレタリア教育運動　上 』1933 年 4 月，＊全文 136 ページ
　　『秘（同前）下』　同前，　＊全文 110 ページ








ける教育運動の実際を詳にすることが急務である」．この文章は B からの引用であるが，A およ
び C でも字句や表現に若干の相違があるものの論旨は共通している．もう一つは 3 文献の内最
後に出された C の中に「右の趣旨（上記第二のこと―柿沼）に基きプロレタリア教育の理論及
び運動に就いては既に紹介したところであるが（以下略―柿沼）」という一文があること，以上
の三点である．なお，この小論の（中）2015 年 3 月で紹介してあるように，これらの文献の内





































































合組織計画」，「岩手共人会」，「沖縄教育労働者組合」についての記載がある（26 ～ 30 ページ）．
その後の「全協」日本一般使用人組合教育労働部の時には「支部情勢」として東京，埼玉，神奈



















たこと（101 ページ），またそのころの「同盟員」の数が 1932 年「四月十六日迄」に「四〇七人
に達し，その後八月一日現在で四二五人」であり，「全国に七つの支準」（東京，長野，大阪，宮
城，秋田，新潟）を持っているという「運動側」の資料に基く数字を紹介している（106～107






人民革命，農業革命を目指して活動を続けていた」こと，「最近になって」昭和 7 年 10 月から翌
8 年 4 月にかけて富山，秋田，山梨，新潟，長野，香川，静岡，群馬等の「各地方の支部準備会，





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































あった．1981 年 6 月，『文部省思想局思想調査資料集成』（全 28 巻，編纂 同刊行会，発行所 日
本図書センター）が刊行されて，この疑問は一気に氷解した．この『集成』の第 2～9 巻に収録




しておきたい．文部省が主として学生の ｢ 思想問題に対処 ｣ するために専門学務局内に学生課を
新設したのは 1928（昭和３）年 10 月のことであった．そしてそこが中心となって「学生生徒の
思想参考資料」として『思想調査参考資料』という文献を文部省専門学務局名で発行するように
なったのが事の始まりである．翌年 7 月，この学生課は「思想対策を強化」するために学生部
（学生課，調査課）に格上げされ，1934（昭和 9）年 6 月，さらに拡充されて思想局（思想課，











省学生部，1930 年 5 月）されるようになった．以後 1937 年 3 月まで年 4 回の割合で第三十三輯










1929（S 4 ） 7.01.　学生課を学生部（学生課・調査課）に昇格
1934（S 9 ） 6.01.　学生部を拡充，思想局（思想課・調査課）設置
1937（S12） 7.21.　思想局廃止，教学局（庶務課・企画部・指導部）設置





















































































































































































































＊ 1935 年 1 月の第三十六輯以後，直接関連する事項の記載なし．
　また『彙報（乙号）』は，「地方廰関係ノ事件ノミヲ取纏メ」「3 ヶ月毎ニ地方廰ニ配布」（『要
項』75 ページ）したもので，1931 年 10 月に第一輯が学生部から，34 年 8 月の第十二輯以後は













































































































































































































































『扇状地』編集委員会 編集・発行　『扇状地』「織田秀雄特集」その 1（第 3 号，1971.1.），


































































































＊＊黒滝　チカラ　『野に出る教室 第 1 部 松の花と暴風』シマ文庫，1968.4.22.













































































































































永さんの次女）からの柿沼宛手紙（2001 年 10 月 24 日）に
よれば，「1993 年暮れ頃には書き上げ」ていた．「「古いワー












































　この計画が持ち上がったのは「新教創立・教労結成 50 周年（1980 年）」を三年後にひかえた
















































A 北海道・東北地方 7 項目　B 関東地方 7 項目　C 中部地方 10 項目　D 近畿地方 6 項目






















河原町の次男宅へ転居（1994 年 10 月），そして翌年 12 月に井野川さん自身が急逝してしまうと



























新教」情報』と名づけられ，毎月休みなく発行された．今，私のファイルに 1992 年 1 月 15 日付
の創刊号から 1994 年 6 月 10 日の第 31 号までが大切に保存されている．
　そういった活動を通して生み出された成果をまとめたものが次の文献である．最初の『1930
年代教員運動関係者名簿』は現在手元にないため発行年月等が分からないが，その「追補編」が






の次に出されたのが，実に精密な『年表・1930 年代教員運動』（本文 105 ページ，1999 年 8 月）
で，そのあと，2005 年 5 月に，前記「聞きとり調査」の結果を充分に反映させ，内容を一層拡



































































『「二・四事件」八〇周年の意味を問う 「二・四事件」80 周年記念集会―記録―』に所収，161 ～
162 ページ．2013 年 10 月 13 日）． 
①　1983 年 2 月 6 日（前記のとおり）参加者 350 名
講演「2・4 事件の今日的意義」（塩田庄兵衛）
②　1993 年 2 月 14 日　いま語る「二・四事件」60 周年県民の集い（長野市）150 名
講演「二・四事件の今日的意義」（柿沼 肇）
＊『いま語る「二・四事件」―「二．四事件」60 周年県民の集い記録』
③　1998 年 2 月 14 日　「二・四事件」65 周年記念集会（松本市）93 名 
講演「今，二・四事件から学ぶこと」（岡本洋三）
＊『いま，学ぶ「二・四事件」―「二・四事件」65 周年記念集会の記録』
④　2003 年 2 月 15 日　「二・四事件」70 周年記念の集い（長野市）91 名




⑤　2008 年 3 月 2 日　「二・四事件」75 周年記念の集い（茅野市）200 名
講演「長野県教育に期待するもの」（信濃毎日新聞主筆中馬清福）
＊『歴史に学び，長野県教育を考える―「二・四事件」75 周年記念の集い 記録』








①　2004 年 3 月 7 日　 「二・四事件」と現代の教育課題を考える学習会（長野市）参加者 27 名
②　2005 年 2 月 26 日　「二・四事件」の検証から学ぶ（佐久市）39 名
③　2006 年 3 月 5 日　 伊那谷と「二・四事件」（飯田市）49 名
④　2007 年 3 月 3 日　 “戦争前夜”に抗した安曇野の教師たち（安曇野市）50 名
⑤　2009 年 3 月 15 日　映画「草の実」上映会と「二・四事件」学習会（長野市）参加者数不明
⑥　2010 年 3 月 7 日　 二・四事件に学ぶ上伊那の集い（伊那市）64 名
⑦　2011 年 2 月 27 日　78 周年「二・四事件」上田集会（上田市）122 名
＊『78 周年「二・四事件」上田集会記録』　
⑧　2012 年 2 月 25 日　「二・四事件」に学ぶ松本集会（松本市）95 名
＊『二・四事件に学ぶ松本集会 記録集』　
⑨　2014 年 2 月 23 日　二・四事件から学ぶ木曽集会（木曽町）50 余名
＊『二・四事件から学ぶ木曽集会の記録』
⑩　2015 年 3 月 8 日　 「二・四事件」北信濃集会（中野市）78 名
＊『戦後 70 年に「二・四事件」を問う　「二・四事件」北信濃集会記録』
⑪　2016 年 2 月 27 日　「2・4 事件」に学ぶ長野・更埴集会
註　長野県では「二・四事件」65 周年記念集会を契機にして，「戦後」の占領時代に
引き起こされた二つの「弾圧事件」についての集会も持たれている．「『ケリー旋
風』50 周年記念集会」（8）（1999 年 2 月）と「長野師範学校における学園民主化運動



























































































児童文化の会『井野川潔さんと共に　児童文化の会 35 年の歩み』（1996 年 4 月現在　会員
著書目録）
付 2　柿沼作成資料　新教懇話会・教育運動史研究会年表及び付属資料
Ⅰ　年表　（新教懇話会・教育運動史研究会の歩み）
Ⅱ　年表付属資料
１　月例会　　開催年月日，報告者，報告テーマ等
２　夏季研究集会，記念集会，研究小集会，シンポジウム等　　開催年月日，会場，集会テーマ，記
念講演，報告者等
３　機関誌類　　発行年月日，特集テーマ等
４　「研究ニュース」（含，「はがき通信」）　　発行年月日，版型，ページ数，主要目次等
５　出版物　　『「新興教育」複製版』，同『復刻版』，『教育運動史研究資料』など「研究会」が出版
60
現代と文化　第 134 号
や編集に当った主要文献の一覧
６　参考文献・関係文献　　教育運動史研究の意義と課題に関する井野川論文（一部）
７　「エドキンテルン」関係文献一覧　　＊『日本福祉大学研究紀要　現代と文化』第 133 号所収の
拙論に掲載済み
8　その他
